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  IGY以来継続されてきた国際共同観測事業で蓄積され
た地上観測データ(アナログ・デジタル)の流通を図る 

 観測データの有機的な利用・総合解析を促進する 

 超高層大気の長期変動のメカニズム解明を目指す 



超高層大気現象 

様々な現象が複雑に相関する超高層大気の長期変動の
研究には、多種多様な観測データの総合解析が必要！ 
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1992-2007年に流星レーダー(Jakarta)とMFレーダー
(Tirunelveli, Pameungpeuk)で観測された高度86km

における南北風（上）、東西風（下）の長期変動 

地球温暖化
による長期
トレンド？ 

太陽活動に
よる11年周
期の変動？ 

大気の自然
な長周期変
動？ 

超高層大気の長期変動の研究 

単独のデータでは難しいので、多くの
観測データを利用した、複合的な相関
解析によるメカニズムの解明へ! 



観測データベースに関する現状の問題点 

 古いデータや他分野のデータに関する情報に辿りつきにくい！ 
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データ量が膨大、かつ複雑多岐にわたり、実際に観測に関
わった研究者やその分野の専門家以外にはデータの詳細情
報を見つけにくい。 

観測データの
メタ情報の共
有へ！ 



メタ情報データベース 

 メタデータ(メタ情報)とは？ 

 メタ情報のデータベースがあると...？ 

データに関する情報のこと。多くの観測データファイ
ルでは、ヘッダー部分の情報がメタデータに該当する。 

 多種多様な超高層大気観測データの検索・取得が容易になる 

 様々な種類のデータを利用した総合解析が可能になる 

 超高層大気の長期変動のメカニズム解明につながる 

 異分野の研究者がデータを利用するきっかけになる 

 分野横断的な研究を生み出す 

- 観測時刻 

- 装置の種類 

- データの所在地 

- データの使用条件 

- 観測場所(緯度・経度) 

- 観測責任者 

- データフォーマット 

- ... etc. 



メタデータを活用した新しい観測データベース利用 
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プロジェクトの年次計画 

項目 H21 H22 H23 H24 H25 H26 備考 

超高層大気科学
バーチャル情報拠
点の構築と運営 

システム導入 システム更新 多点情報交換システムを各
機関に導入し、緊密な連携
体制を実現する 

メタ情報データ
ベースシステムの
作成 

プロトタイプ
の開発 
 

公開バージョ
ンの開発 
 

システム更新 
 

メタデータに関して、登
録・検索・配信などを行う
システムを開発する 

メタデータの
フォーマット策定 

Ver.1の策定 初年度にver.1を策定し、
以後必要に応じてアップ
デートを重ねる 

データ解析ソフト
ウェアの開発 

ERGミッショ
ンとの協力 

各機関が現在実施している
観測に適合した解析ソフト
ウェアの開発を進める 

観測データのデー
タベース化 

まだデータベース化されて
いない観測データのデータ
ベース化を進める 

メタデータの抽出 
策定されたフォーマットに
基づき、メタ情報の抽出作
業を開始する 

メタデータのデー
タベース化 

メタ情報をデータベース化
し、公開する 

バーチャル情報拠
点の拡大 

成果を総括し、関連他分野
への拡大・統合を検討する 

後半は過去20年以上にわたって蓄積さ
れた観測データを中心に扱う 

後半は過去20年以上にわたって蓄積さ
れた観測データを中心に扱う 



メタ情報データベースの開発 

 リポジトリソフトウェア(DSpace)を利用し、我々
の分野が使うようなメタデータを登録・検索・提
供・収集するシステムのプロトタイプを開発中 

時間に関するレンジ検索および
キーワードによる検索が可能 

開発中の検索システム 

<検索結果の一覧表示> <アイテム詳細表示> 

 任意のメタデータの取り扱い 
 OAI-PMHによるメタデータの交換 
についても技術的には可能であることを確認し

た 



メタデータフォーマットの策定 

SPASE 
http://www.spase-group.org/ 

 

太陽、惑星間空間、地球磁気圏の人工衛星
観測に関連する研究リソースを包括的
に表現するデータモデルに基づいて作
られた、メタデータフォーマット 

<?xml version=“1.0”?> 

<Spase xmlns=http://www.spase-
group.org/data/schema> 

<Version>2.0.0</Version> 

 

NumericalData: 
    ResourceID: spase://IUGONET/superdarn/hok 

    ResourceHeader: 

        ReleaseDate: 2006-11-06 

        ExpirationDate: 2199-12-31 

        Description: The Hokkaido HF radar, a member of 
Super Dual Auroral Network Radar 
(SuperDARN) 

        Contact: 

            PersonID:     
spase://IUGONET/Person/Nozomu.Nishitani 

            Role: PrincipalInvestigator 

        InformationURL: 

            URL: http://center.stelab.nagoya-
u.ac.jp/hokkaido/ 

    AccessInformation: 

        RepositoryID: spase://IUGONET/STEL 

        AccessURL: 

            URL: http://center.stelab.nagoya-
u.ac.jp/hokkaido/ 

        Format: Binary 

        Encoding: BZIP2 

    InstrumentID: spase://IUGONET/coherentHFradar 

    MesurementType: Dopplergram 

    SpectralRange: RadioFrequencies 

    ObservedRegion: 
Earth.NearSurface.Ionosphere.FRegion 

    ObservedRegion: 
Earth.NearSurface.Ionosphere.Eregion 

    Caveats:  

 

 

 

 

 

IUGONETではSPASEをベースにしたメタデー
タフォーマットを策定中 

理由: 

•STP分野にマッチ、MTI分野のデータについても記
述可能 

•VxOに採用されるなど広く使われている 

•フォーマット、関連ツールは全て公開 

•要素、単語の拡張が可能 



まとめ 

超高層大気長期変動の原因解明を目的とした、地上観測
に関する大学間(極地研、東北大、名大、京大、九大)連
携プロジェクト【平成21年〜26年度】 

メタ情報データベースによって、各研究機関が過
去50年にわたって観測してきた各種データの有機
的利用、総合解析を促進する。 

現在、メタ情報のフォーマット策定と、メタ情報
データベースシステムのプロトタイプ開発を優先
して進めている。 

フォーマットの策定、システムの開発ともに他プ
ロジェクトとのメタデータ交換を視野に入れなが
ら進める。また、解析ソフトの開発においては
ERGプロジェクトとも協力していく。 



プロジェクトのホームページ 

アドレス :  http://www.iugonet.org/ 


